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〈研究紹介〉

おうし座に惑星系形成領域を探る

宇宙科学研究所北村良実

-太陽系起源論

太陽系の起源は.宇宙の起源や生命の起源とともに，

我々の存在を問うという点で大変魅力的な問題である。

現代の太陽系起源論の原型は 18世紀のカント・ラプラ

スの星雲説にまで遡ることができる。太陽系の九つの

惑星を見ると，大きさ，表面の様子，組成，自転，衛

星等多様性に富んでいる。しかしその一方で，すべて

の惑星が，中心に位置する太陽のほぼ赤道面上を太陽

の自転と同じ向きに円に近い軌道で公転していること

も事実である。これはとても偶然とは考えられない。

だとすれば，かつて原始太陽のまわりに，回転してい

る円盤状星雲(原始太陽系星雲)が存在し，その中で

惑星が成長したと考える星雲説には十分な説得力があ

る。

星雲説は，星雲の質量が太陽に比べて小さいか同程

度かで大きく二分される。重い星雲説では材料がたく

さんあるため，短時間で惑星が形成できるが，多量の

残存物の処理が困難である。一方，標準的なモデノレと
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考えられている軽い星雲説では，少量の残存物の処理

は何とか可能であるが，惑星の成長に時間がかかり，

特に木星型惑星の形成を45ill'年以内におさめるのが苦

しい。

.原始惑星系円盤は倹出できるか?

太陽系起源論は現在の太陽系の姿から，初期に原始

太陽系星雲の存在を予言する。しかも，惑星系形成過

程はその星雲の質量によって大きく影響される。では.

本当に星雲はあったのか?残念ながら， Jjj\始太陽系星

雲を観測的に検証することは不可能である。しかし，

起源論が現代科学に基づいて締築されている以上，他

の星のまわりで惑星系形成が起こらないと考える理由

は全くない。実際，若い星のまわりに円盤状楠造を示

唆する数多くの観調II的証拠がある。それならば，太陽

と伺じクラスの星の若い時期1 (T タウリ型星として知

られている)に，原始惑星系円盤(原始太陽系星雲の

一般的名称)を検出，さらには搬像できればよい。円

盤の主成分であるガスは電波によって，微量成分であ
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原始惑皇系円盤からの電波強度の予想備と観測雑音レベル

るダストは主に赤外線によって観測lできる。円悠その

ものを検出することが政優先であるが，ガス円盤のまま

盆を観測i的に求めることも，惑星系形成のシナリオを

決める上で重婆である。

太陽系と同じ大きさ(半径36AU. 1AU=太陽・地

球関距離)のガス円盤は現存する';Il.波望遠鏡で検出可

能なのであろうか。我々は太陽系起源論に恭つ'いて計

算してみたが.現実的に非常に閤難であるとの結論に

至った。例えば，国立天文台野辺山にある45m電波望

逮鋭を何年間も貸し切りにしなければ検出できない。

これはTタウリ裂長が500光年も縦れたおうし座にある

ためである。ではあきらめるしかないのか?しかし，

突峨口はあった/援が誕生した 1直後から太陽系サイズ

の小さな門銀が伴うのではなし最初は巨大な円盤が

形成され司それが患の進化とともにコンパクトになっ

ていくという yナリオが観測的にもっともらしいので

ある。だとすれば現段階では唱原始星の段階から円総

のj韮化を追い，現在の鋭測装ill'で検出可能な段階まで

を研究するのがベストである。むしろ，円盤の進化の

中で~$1量系形成を理解することが可能になる。

・分子建内部での星形成

ここ数十年にわたる 1!t波望遠鏡の大活躍によって，

新しい皇は.その材料である Ifスやダストが222に存

イFする暗黒(電波では明るい)星雲中で形成されてい

ることが分かつてきた。 H吉見£~は分子案とも呼ばれ

ていて句 11£波はガス中の分子，特に一般化炭素分子の

回転に伴って強〈放射されている。

分 F答の内部は非常に線維であるが，理論的に Ii.

自分自身の重力の作用で，まず磁力線に垂直に yート

状桃造が形成され，次にそのシートの中で紙状の7 ィ

ラメン「ができ，それはさらに等間隔に並ぶ球状塊に

分裂し、最終的にその沈から昆ができると二F恕されて

原始昆

年令 10 芳年

内盤サイズ数千AUから数十万AU
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古典的Tタウリ型窪

年令 10 万年から 100 万年

内総サイズ数百AUから数千AU

調IUIT タウリ!II量

年令 100 万年から 1 億年

阿鍵サイズ数百AU以下?

..*'.、 主系列範

年令 1 1l!'!'以上

太陽クラスの星の形成過程

いる。実際，分-[-~:にそのような規則性があるかどう

かは意見の分かれるところではあるが，密度が濃い塊

(分子雲コア)の内部で星が形成されていることは.

鋭，]III的';:J~笑である。

.原始星のまわりの円盤

分子雲コア内部で生まれたばかりのJ原始皇はまだ多

盆のガスやダストに税われているため.百T悦光では見

えず，赤外線で検出される。原始皇からはコアを南北

方向lに突き般る形で高速流が放出され.Jtlのまわっに

は、高速流を絞リ込む.回転しているヲ半径数千 AU

から数十万AU もの巨大ながス円悠が検出，も最イ象され

ている。ちなみに，これらガス内懇のサイズは，太陽

系を取り巻くきま£Cl)巣オーノレト主主程度である。

最近，我々は代表的なl京始援L1551 IRS5 を野辺山ミ

'ii，庄干渉計によって詳細iに観測した。その結来， コア

の内部でl京始皇に It可かってガスが自由沼下している様

子が初めてとらえられた。さらに.中心部では半径数

百 AUのコンパクトな回転円擦の存夜も示唆されてい

る。J1I!論的に予想されてきた飽由鴻下を検出できたの

は，ここし 2 年の観測j装湿の性能ア y プによる。

.古典的Tタウリ型星のまわりの円盤

古典的T タウリ.@星は，コアに埋もれていた原始皇

n
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の周回がH古れて可視光で見え始める時期にあたってい

る。この時期!に入ると，長のまわりのコアはほとんど

なくなり.半径数百AU から数千AUのガス円盤が電

波望遠鏡によって鍬像されている。これらのガス円盤

は中心箆のまわりをケプラ一回転していると信じられ

てきた。しかし，最近になって聖子辺山ミリ波子渉計で

詳細に観測しl宣した結果守必ずしも回転が主ではなく.

中心星への沼下運動やその反対の膨帰運動が卓越して

いる円鍛も存在することが明らかになった。 WI] え I i'，

HLTau Nl.の場合には，以前から半径 2000AU 筏肢の回

転円盤が知られていたが，笑は回転よりも自由落下が

!;1，越しているという事実が明らかにされた。その I直後，

この星は!京始皇であることが分かった。さらに， DCTau

長の場合もこれまで数千 AU 程度の阻転!I I盤が知られ

ていたが，我々の詳細な観測の結果.円皇室の内側部分

は '1' 心Nl.に落ち込み?外側部分は逆に膨張しているこ

とが明らかになった。一方， DMTau星の場合に iム我

々によって初めて，半径 400AU の回転ガス円盤が検出，

品行事:さ hた。

これらのガス円盤の質量は.太陽't't誌の百分の一程

度であり，事1\'、1t1~説を支持しているかのようである。

しかし，円鍛のサイズは太陽系よりずっと大きく. し

かも電波観測は円鍛全体ではなく外!U II部分にバイアえ

をかけて見ていることになるため，結論は出せない。

一方.持、外線天文衛星(l RAS) は，可視光で見えて

いる TJ ウリむ泉の半数以上が強い赤外線源てーもある

ことを発兇した。この観測 ~I~笑は， !f，のまわりに半径

IOOAU 桜JJtの!I I盤状に分布したダストがあり.そのダ

ストが星からの放射で暖められ赤外線を出すと考えれ

ばうまく説明できる。最近、 tti，庄望遠鏡の性能ア y プ

によって‘ダストの拡がりも直按分解可能になってき
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口M Tau 星のまわ I) のガス河盤(グレー)と医転円盤モデル(実韓)との比較

た。笑際，我々は DC Taul 呈のまわ I) に半径 IOOA U程

度の伺盟主状に広がったダストのイメージを搬るのに成

功した。

赤外線観測は氾波観測とは対，間的 lこ，円盤の内 1WI の

領域にバイアスをかけて見ることになる。ダスト成分

からガス成分の f置を推定して求めた円盤の内側の領主主

の質最は.太 i場質五上の千分の I ;から太陽質量程度まで

の広い範囲にばらついている。これは，重い EZEE 説と

軽い.!f .m 説の両方を支持しているのだろうか?それと

も単なる推定誤差なのか?

・弱細線下タウリ型星のまわりの円盤

きて，比較的進化した坊輝線 T タウリ 52 星になると，

成熟した一人前の星(主系列!f.Jの一歩手前に来る。

古典的 T タウ I) 恕獲のまわりの円盤は活発であること

が知られているのに対して，弱締線 T タウリ恕患のま

わりの円盤は静かに回転していると考えられている。

標準的モテソレて'ある軽い塁審説によれば， (観測的には

まだ縫いか重いかはっきりしないが)， J民始太陽系星雲

が議ち~いた後.ダスト粒子は合体成長しながら赤道

而に沈澱し.そこで微惑星が形成され司惑星系形成が

始まる。おそらくこの時期が潟輝総 TJ ウリ型益に対

応しているのであろう。これを暗示するかのような興

味深い観測事実が存花する。古典的 T タウリ慰星から

翁輝線 TJ ウリ~~£に進化するにつれ，赤外線強度が

議ちていくのである。ダストが微 i3 .!1tまで成長すれば，

確かに赤外線強度は弱まるのだが口、-

i]" ス円盤は.弱輝線 TJ ウ lJ ~~星のまわりには，残

念なが句会〈検出されていない。我々もいくつかの星

について 2 年間にわたりかなり精力的に観測を行っ

たが.ガス成分を検出することはできなかった。これ

Lj:，内線のサイズが太陽系絞!主にまで小さくなってし

まったカ、らなのて険あろうカ・?

・主系列墨

太陽と同じ成熟した主系列援になると，そのまわり

にはいくつかの惑星を従えているのかもしれない。例

えば，バーナード農のような近くの星の場合には.そ

の運動のふらつき具合からまわりに惑星を従えている

可能性が指摘されている。一方.織女.!Itベガや踊当日座

ベータ皇のまわりにはダスト円盤が検出されている。

特に，ベータ援の場合には，半径 200AU の円盤が織像

されている。また，ベガについては，我々は電波望遠

鏡を l向けて力'ス成分の検出を試みたが検出できず，ガ

スはほとんどないという結論を得た。これは，現在の

太陽系の姿を考えれば当然の結果とも言える。ガス|耳

盤は TJ ウリ~ll!から主系列星に進化する時期に消失

qa



のイメージングが期待できる。 21世紀に入れば，惑星

系形成論は大きな飛躍をするであろう。

この研究紹介では，惑星系形成論の鋭部l的研究につ

いて.電波観測にウェイトをおいて述べてきた。ここ

で紹介した研究は，国立天文台といくつかの国内外の

大学にわたるチームが，国立天文台野辺山の電波望遠

鏡を用いて行った共同研究の成栄であることを最後に

述べて.終わりにしたい。(きたむら・よしみ)

するのであろう.

.今後の進展は?

現イE宇宙研が計画している IRISでは.赤外線開感度

サーベイによって， T? ウリ型星のまわりのダスト円

鍵の進化が明らかにされるであろう。また，個々の天

体については，近い将来ハワイに建設されるすばる望

遠鏡が， lOAU程度の分解能でダスト円祭のイメージ

を搬るであろう。さらに，それに続〈大型ミリ波サプ

ミリ波干渉計計蘭では.同程度の分解能でのガス円盤

お知らせ-----*---*-*---~む. ....
*シンポジウム ・e

月・惑星シンポジウム

日時平成 7 年 7 月 31 日 UD- 8FI2 日州

場所宇宙科学研究所本館 2 階会議場

問合せ先 宇宙科学研究所研究協力謀共同利用係

アストロダイナミクスシンポジウム

日時平成 7年 8 月 24 日附ー 25 日ω

場所宇宙科学研究所本館 2 階会議場

TEL0427-51-3911(内線 2234 ， 2235)

*1 手織員及ぴ運営協議員について

府議只且ひ"巡営 to ，議員は.次のとおりです。(任期 J: 平成 7 年 5 月 1 日~平成 9 年 4 月 30 日)

評織員 (50 音順) <20 人〉 運営協議員 (50 音順) <21 人〉

氏 名 1量 名 等

阿部博之 東北大学工学部教授

有馬印 1 人 理化学研究所理事長

6盟国 治 東京都立科学技術大学長

岩崎俊一 東北工業大学学長

大久保忠値 上智大学理工学部教綬

小田 段. 国際高等研究所所長

木村逸郎 東海大学工学部教筏

小平佐一 国立天文台長

志村令郎 京都大学理学部教授

末絞安 H情 工業技術院産業技術融合領域研究所長

佐野点雄 東洋大学長

菅原究孝 高エネルギ一物理学研究所長

供i 口 ,'fl.. 東京大学名誉教授

西村 純 神奈川大学工学部教授

野村氏也 宇宙開発委員会委只

l資自栄治 総合研究大学院大学長

!l"1 ~ド 健 東北大学金属材料研究所教妓

t企井 ド量 宇宙開発事業団理事長

山本 l;Iニ 上智大学法学部教授

古川 弘之 東京大学長

氏 名 戦 名 等

(所外)

内田 笠 東京理科大学理学部教授

海部宣男 国立天文也教授

加藤寛一郎 東京大学大学院工学系研究科教授

木村磐恨 京都大学工学部教授

中津 清 東京工業大学理学部教授

原島文雄 東京大学生産技術研究所教授

正草原 i査隆 名古屋大学工学部教授

蓬茨~運 立教大学理学部長

八坂哲雄 九州大学工学部教授

安田靖彦 早稲田大学理工学部教授

(所内)

奥田治之 教授・共通基礎研究系研究主幹

辛砧佳一 教授・宇宙倫送研究系研究主幹

栗木恭一 教授・宇宙推進研究系研究主幹

清水幹夫 教授・惑星研究系研究主幹

鶴田浩一郎 教授・太陽系プラズマ研究系研究主幹

長友信人 教授:・衛星応用工学研究系研究主幹

酒田篤弘 教授・企画調繁主幹

雛田元紀 教授・システム研究系研究主幹

!資潔春任 教授・宇宙探査工学研究系研究主幹

航野文命 教授・宇宙図研究系研究主幹

松尾弘毅 教授・対外協力室長
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々そ *M-14(能代)燃焼試験

/1m瓦 ~1 (表紙写真参照)

臥空間 5 月 Mト268 の前期(組立)オベ.
6 月 15 日 -28 日の後期(燃焼)オペと計 27 日間におよ

ぶ長丁場であったが.昨年行われた l 悶闘の地上燃焼

試験の経験が生かされ，天候にも忠まれたこともあり

作業は緩めて順調に進行した。

供試体 l立会長 13.7m ，直径 2.5m 、全霊盆 83.5 トンと守

M-V 慰ロケント各段モータに見慣れてきた技々 でも.

I丘つ'いて見るとやはり鴻怠の出る代物である。各J!Eの

恨重な作業の鎖み重ねの結果.試験は予定通り 6 月 22•日に行われた。点火は午~IjIOH寺30分， 15秒前に i況に点

火した可動ノズル駆動用のガス発生期間体モ タから

排出される無壊が漂う中， 41~音とともに，主モータか

らオレンジ色の楽快な炎がlTVカメラからの映像で確

認された。全燃焼時間約81秒，最大推力約357 トン，最

大内圧56.6気圧.ノズノレ最大偏向角5. 11.支が得られた主

な結果である。着火は良好，燃焼も有効燃焼期間中は

ほぼこ'hMI)通りで推力方向制御装置2の作動も良好であっ

た。

M司v~rl ロケ y トの地上燃焼試験はこれで10聞の内 9

!illを終了し， 10月に行われる， 1翁!l1に最後のー押しをし

てくれるキックモータの真空燃焼試験を残すのみであ

る。 M-V型ロケント推進系開発も，まさに「最後の

jIj1LJ である。(沼恵一)

*SFU2次元展開機構実験 (2Dアレイ実験)

20 アレイの展開収納笑験は 5 月 27 臼に行われ.完

全展開とその後の正常な収納が縫認された。 SFUに搭

載の 20 アレイ形状はほぼ夜角三角形で i直角をはさ

む 2 辺を関節22の{申)fI;?ストで支えている。添付の写

兵に MTVによる展開の記録を示す。 (5) が全展開のよ

うすで.下半分にイ'I'展7スト(サプ?スト)が見える。

写真右端中央から上に見える長方形状のボードの方向

にもう 1 本の{申展マスト(メインマスト)が出ている。

それぞれのマストの端点が三角形アレイの先端に結ば

れている。メインマストをほぼ伸展させた後のサプ?

スト伸展の始まりが (I) である。 (I) の左下の明るい部

分が地球て:三角形端部の膜部が変形しているようす

や，サプマスト方向に沿ったガイドワイヤや斜辺のワ

イヤ(まだ緩んでいる)が写っている。 (2)， (3), (4) と

サプマストの伸展に応じて.アレイ膜面が開いていく

ようすが示される。 (4)， (5) の一部には三浦折りのよう

な二重アコーデイオン折りに特有なジグザグラインが

見える。 7ストの長さは約3.5m である。

膜簡やワイヤの組み合わせによれば，容易に犬裂の

憐造物システムを宇宙に機築できる。 20 アレイ実験

はそのための基礎的なデータを得る実験である。類似

5

F

(4)
、

(5)

の7ストシステムは来年度に打ち上げ予定の Muses-B

の大 21 展開アンテナに使用される。また，大 51 スペー

スアンテナ，あるいは太陽発電衛援やソーラーセイラ

など噌将来の大史あるいは趨大型宇宙システム構築

への応用などが考えられている。(名取通弘)

*平成 7 年度第一次大気球実験報告

平成 7 年度の第一次大気球笑験は 5 月 22 日から 6

月 9 日まで三陵大気球観測所で行われた。放球した気

球は.大型気球 2 機.薄明フィノレムによる高高度気球

l 機の計 3 機であった。

商高度気球は.これまではゴム気球と問機に最高高

度で内圧が上昇して割れて飛朔を終了する形式であっ

た。これを大型気球と問様に.気球下部に排気を付け

て水平浮遊が可能となるように改良を進めてきた。フ

ライトテストの結果は極めて良好で， 4Ikm の高度てゆ安

定した水平浮遊を実現した。今後I; t ， IOkg 程度の観測

器であれば， 40km 以上の高度て'長時間の観測が可能と

なるので.こうした特色を生かした観測への活用が期

待される。

大型!気球を用いた笑験の一つは，はぽ毎年実施され

ている成層圏大気の 7 ライオサンプリングであった。

今聞も縁取装君主は確実に作動 L，高度 34km から 16km の

聞に 12 点の大気を採取できた。海上での回収にも無事

成功し.気球でなければ得ることのできないこの世重

な分析試料を入手することができた。 3 年後には.伺

様の実験が南極昭和基地ても計画されており，本年 1

月には現地でヘリコプターを運用しての回収の予備笑

験が行われている。今後の多面的発展が期待されると

ころである。他の l 機は.気球工学実験であって，新

しいコマンド受信機の性能確認が行われた。

(矢島 1言之)

*神間ベヰトレータ貧入試験

うす暗いトンネノレの中は湿度 100 ノご一セント o .1重機の

エンジン音は怒鳴り声も聞こえないほど大きいのに，

慣れてしまうとかえって限気を誘う。 15 分に l 聞はど



坑内に設置された巨大な砂箱(右)から砂をかき出す準

備をする実験班員。砂を受け取る重機が左に見える.

の!百，]I煽て-'¥J I，げの砂が砂織に流し込まれる。もうもう

とあがる砂煙の中て\防!D!:""7スク，へJレ) -~ I· ，ヘッ

ドランプをつけた実験班員がスコ y プを砂簡に突き刺

しながら黙々と磁の上を歩き回っている。神問実験名

物「砂戻し J ただ1£め~すのではなく，月の砂と閉じ

硬さに凶めながらの還要な作業である。

5 月 28 日 -6 月 3 日の閃.岐阜県の神間鉱山坑道内

にある地下笑験施設でペネトレー夕食入試験が行われ

た。今回の試験の目的は.丹 i商 :u:入時と向じ条件(秒

速285m. 迎角 8度)で実機サイズのペネトレータを打

ち込み，砂に滑り込むときにベネト lシ-}'椛体にかか

る術援を計測することである。合計 4 聞の1~入試験を

行い，織体に発生する楽に関する良好なデータが取得

て'きた。

しかし，このデータを計調IJ したベネトレ-}'を砂の

中から間収するのは大変な作業であった。砂箱のサイ

ズが3mX3mX4mと巨大なためペネトレータがどこに

鹿まっているかを探すだけでもー苦労である。さらに

似り出す砂のi立は浅く i替っていても約 4 m1，深〈滑っ

てしまうと 8 ，げを越える。その砂をほとんど人カで掘

り出した後，前述の砂固めである。今回は能代から駆

けつけていただいた心強い効っ人に助けられて予定通

り日艇を終了することができた。(早川雅彦)

*GEOTAIL/WIND合 l司会織・ ·ISTPの幕開け

ISTP(太陽地球系科学国際協同観 iillJ 計画)衛星

の中でこれまで独リぽっちだった GEOTAIL i!lj !f:に

米側の WINDr 桁起が加わつました(昨年 II 月初Jめに打

ち tげ}。俗載している観測装置はいずれも殺新の技

術を駆使しておリ rュリンーズ J や「ょうこう」と

の共同観測による太陽・太陽風の研究を主テー?とし

ています。 WIND の軌道は GEOTAIL の迷尾部軌道を

太陽慨に反転したような軌道で.太陽胤の状態をモニ

ターするのが ISTP 衛星としての役割 lです。おりしも 11

月中匂. GEOTAIL は丹軌道の外1ft IJ の遠尾部軌道から近

地有 50Re (Re: 地球半後)の中!日 i尾部軌道に移動し，

史にまた. 2 月下旬には途地占 30Re の近地球軌道に投

入されました。 WIND の鋭部 l装裁がすべて順調に働き

始めたとの速報とともに，共伺 ，ff 究のための話が持ち

上がり. 5 月 16-18 日に両者の中間地点のハワイで第

l 聞の令問ワーク y ヨ y プが聞かれました。日米双方

ともに旅 7伎の制限があり日本からの参加者 11 人を含め

て35 人の小会合て'したが、 3 つのサブグループに分か

れて実質的な議翁が行われました。特に，上流の太陽

風や衝撃波に|期しては双方ともに Il!l心がありーデータ

の相互車交正ゃいくつかu-体的なテー 7 ・イベントを選

んで共同研究がスタートすることになりました。総会 i

闘境界閣と尾音~の研究に関しては. GEOTAIL が主役な

のは当然ですが，太陽風モニターとしての WIND の他

にも IMP-8i: 街緩や静止軌道術展，また地上観測ネット

ワークなどの観測データも併せて議論が行われました。

このワークンヨップは重要テー 7をすべて網羅するに

は参加者数と日数が不足でしたが. WIND のデータ使

用に関する合意ができて今後の共同研究に対する期待

が高まったのは第 1 回としてはよ出来だったと思いま

す。これらの共同研究の成来は 12 月のアメリカ地球物

理学会「特別セッンョン J で報告される予定です。こ

れまで太陽風のデ-}'が不十分なために虫歯俸い思いを

したことも幾度かありましたが. WIND の良質の 24 時

間連続データには自を見張る感じです。これから，口

yアのインターボーノレ・テイル衛星が 8 月，米閣の P

OLAR が12 月，ヨーロッパの CLUSTER が来年早々 に

打ち上げられる予定で，いよいよ待ちに待ったお TP の

幕開けとなりそうです。これから数年測が山場で.打

ち上げ後 3 ij'.になる GEOTAIL もまだまだ頑猿らねばな

りません。(向井利典)
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琴星とダスト
神戸大向井 正

句最近，大きな馨星が出ませんね，という話をよく

聞く。 1986年に戻ってきたハレ一審星も，期待したほ

どの華やかさはなかった。そういえば， 73/74年のコ

ホーテク馨皐や， 76年のウエスト慧皐のように，山の

綾線からすっくと立ち上る明るい尾を観る機会が，近

年めっきり少なくなった。

これは太陽に近づく琴星の数が，最近少なくなった

ためではない. ?ースデン・カ夕、グで，軌道がよく

分かっている 103個の周期琴星について.その近日夜通

過時刻l を計算すると.各年度に近日点を通過する主主皇

の数のバラツキが予忽できる。その結よl!:を見ると， 1990

年には 12 個. 91 年は 18 個， 92 年になると II 倒， 93 年は

14 個.そして， 94 年には 16 個が近日占を通過した。さ

らに， 95 年には 10 個， 96 年になると 9 個が近日夜を通

過すると予想されている。このように.年度毎に近日

点を通過する主主昼の数は，平均して毎月 l 個となり，

この 20 年間を見ても，大きな変化はない。その近日点

距縦は短いもので 0.125AU (Machholz 響昼) ，長いほう

では 4.67AU (Kowall 慧星)と拡がっているが，年度

による偏りはみられない(ここで， IAUは太陽一地球

問の距離で.およそ l 億5∞o万km)。このように見てく

ると.我々が見ることのできる周期慧星の数は.年に

よってそれほど大きくは変化しない。

雪星が明るくて，立派な尾を引くためには，馨昼の

本体(中心核)から，ガスやダストがたくさん流れ出

さなければならない。琴星の核の大きさは，せいぜい

数十キロ〆ートルと小さいので，伎を直接観ることは

難しい。この中心核が太陽に近づいて，ヵ・スやダスト

が流れ出すと，これらが太陽光によって燥さ，事ま星と

して見えるようになる。馨星の中心絞から流れ出すガ

スやダストの畳を推測する際に，非重力効果による琴

星軌道の変化量が目安となる。ハレー馨星の中心伎の

近接搬{輩で明らかになったように，ガスやダストは，普

星表面の特定の領域(全表面積の10%程度)から放出

される。それも等方的に出るのではなくて，それらが

太陽方向に向いたときにのみ，ガスとダストがジェ y

ト状に飛び出す。このため.その反作用が中心紘に働

き.絞め軌道が変化する。一般に，中心核から放出さ

れるガスやダストの量が多いほど，中心核の軌道変化

は著しい。

軌道周期が1000年より長い慧星群と，短い事事長群に

おける非重力効呆の大きさを比べると，前者がー桁近

〈大きい。これから，軌道周期が長い主主星ほど，たく

さんのガスやダストを放出している.といえる。太陽

に近づいて，かつ，軌道周期が長いということは，馨

星の軌道が大きく歪んでいることを意味する。こうし

た響星の遠日点は，太陽からずっと維れている。ケプ

ラーの第 3 法則によって，軌道長半径の 3 釆が軌道周

期の 2 乗に比例するから，周期l∞0年の慧星の軌道長

半径はlOOAU となる.即ち.遠日点は惑星系のずっと

外田IJになる。太陽で暖められた物の温度は，太陽から

の距艇の泌乗で減少する.このため， ωOAU地点の馨

星中心核の表面温度は， 30度 K を割りこむ@こうした

低温度領域てゆは，揮発性のガスの昇華作用は起こらな

いので，それらは氷となって中心絞に留まる。

“新"慧星と呼ばれる一群の主主星がある。軌道は放

物線に似て，軌道周期は 100万年を越える。太陽から

1 万AUも離れた極低滋の世界から， 100万年をかけて

やってきたのが，この“新‘替差である。“新"という

言葉は.作られたばかり，という意味ではなくて，太

陽の近くに初めてやってきた“新"顔である， という

意味で付けられている。先に例として挙げた，コホー

テク主主昼や， ウエスト主主昼は. この“新"蓉長に属す

る。

太陽に何度も近づいた営星では， t軍発成分が抜けた

細粒ガレキの層が，かさぶたのように，その表面を覆

っている。このため，定期的に現われる周期答星では，

放出されるガスやダストの量が少ない.ところが，凶新"

主主昼は活きがよい。太陽に初めてあぶられるので，ガ

スやダストがたくさん出てくる。だから，岨新 著星は，

立派な尾をひいた，主E星らしい響星になる。

この・新"主主星が最近ばったりと現われなくなった。

古代.琴星の出現は凶事とされた.逆また真なら 15.

これだけ世の中に悪いことが起きている 1995年に Ii ，

きっと立派な琴星が現われるだろう。期待したい。

(むかい・ただし)

ハレ一審星中心核の7 臼ーズアップ憧.非帯方的に流れ出すジヱツ

卜の存在がよ〈骨かる。(マッヲスブランク大気圏研究所捜供)
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シチリアからミュンへンまで

高橋忠幸

4 月に字宙科学研究所に完治 H任壬してカか.ら 3 筒月の|問前に'

5 月 22 日カか‘ら 2幻7 日まて 1 イ夕リアの Vulc 回an叩。島て

た rVuωIe 印al叩1旧o Wo肘rks叩sh加1国o叩p 19ω95J ，続いて 6 月 12 日から 14

日までドイツのミュンヘンで行われた第 3 回国際コン

プトンシンポジウムに参加する機会を得た。 2 つの会

議の聞はわずか 2週間ほどであっ Fが，仕事の都合上

白本に戻らざるを得ず，いったりきたりの忙しい l 箇

月を過ごした。

Vulcanol 誌はイタリアの南の端，シチリアぬの近くに

浮かぶ地中海の小島である。口 7から l 待問ほど飛

行線に乗ってレンジオカラプ I) アで降り，そこからさ

らに 2 時間程のジエントフオイルを使った船の旅とい

うのが最短コースであるが， 日本からはどうしても 2

日がかりの旅となる。会議は 1984 年からはぽ i 年毎に

行われてきている。電波から X 線， GeV/TeV 領域の

ガンマ線までの様々な波長域の研究者が集まって「店主

エネノレギ 天体の多波長でのふるまい」を議論すると

いう参加者 PO 名 fi\ lJl:の小規模な研究会である。今回日

本からは理化学研究所の松岡，河合痢氏に筆者を加え

た 3 名が招待された。

コッテージ風の小さなホテノレて寸 Tわれる会議は朝 8

l時半から午後 1 時，夕方 5 時から 8 時までと.昼食後

夜の会議までの長い休 p~ をはさんで行われる。なんと

もラテン系の国らしい。 Vulcano 島には火山があって，

l誌には硫黄のにおいがたちこめ，あちこちで

がつている。 I海毎の中には t温且泉がわきただ，しており'午後

はこうした温泉や小さな泡が沢山たちのぼる「泥のプ

ール J につかるというのがこの会議の過ごし方らしい。

会議の参加者には家族連れの人々も多しホテルのプ

ールやテニスコートで家族サーピスに絡を出す姿も見

受けられた。 Vulcano b.~のまわりはじ pari! 誌など Eolian

諸偽に属する烏々が美しい地中海に浮かんでおり，島

めぐりに出かけてしまって日中姿を見せない参加者も

いたりする。しかし，こうした治まり込みの Workshop

の良さは，会談そのものもさる司王ならが，食 II 手時 tMl な

どを含めた休憩時間におこなわれる議論にある。午後

8U 寺をすぎ，会議が終わると海にのぞんだテラスにテ

ープノレがひろげられ，夜遅〈までイタリアワインを飲

みながら活発な言古合いがくりひろげられる。一週間も

あると大抵の人と知り合いになってしまうので大!苦労 J

Eドがよい。

ミュンヘンの第 3 回コンプトンンンポジウムは，

転して 300 人緩度が参加する大きな会談であり， CGRO

衛星の成果を中心 lこ数 10keV から TeV 領域までのガン

マ線天文学に関-i!Ilした発表が行われた。ガンマ線天文

学は SAS 2 , COSS衛星以来の長い歴史を持つが，笑

際に多くの研究者が参加できる分野になったのは.

CGRO衛星が打ち上げられて多くの IIンマ線天体を発

見してからであるといって過言ではない。冒頭の講演

てボJeil Gehrels氏 (Project Scientist) は， CGRO衛星

はNASAにおける最近の科学術展のReview Committee

において，ハ y プ/レ望遠鏡に続< 2 番目の評価を待た

ことを報告した。それも i革差だという。実際.発表申

込みが多<， 140 あまりの講演のうち， 90 ほどが l 分!日 i

の宣伝をつけたポスタ一発表という活況を呈している。

ガン 7線の紋射を研究するためには ASCA 衛星などに

よる X線観測が必須であり，現在7"，/クスプランク研

究所に滞在されている田中先生がプラ y クホール候補

星のまとめを紹待講演された。また， 日本からは.書店

立大学の山崎氏.そして絞者が発表を行った。さらに

神奈川大学の鳥居氏が新しいガン 7線検出器の発表を

行っている。

CGRO 衛星はンャトノレの事故などで打ち上げがのび

た結果.搭載されている検出器は 1970 年代の設計に従

った，若干時代遅れなものとなってしまっている。予

想を上回る CGRO! 桁星の成果をふまえ，将来のガン 7

線観測衛星をめさ fした検出器の R&D が進んでおり，

会議中あちこちで活発な情報交換が行われていた。新

しい検出骨量として，特に，最近の加速器実験で用いら

れているシリコンス}リンプ検出器を MeV 領域や GeV

領域の検出器として用いる計画が多く見受けられた。

これは微細な半導体加工の技術と数万チャンネノレにも

およぶ大量の信号処理を必要とするため， ? '//'スプ

ランク研究所， CERN ，あるいはスタンフォード線形

加速器センターなど，高エネルギ一物理学の研究機関

との積極的な協力体制がめだっている。宇宙物理と素

粒子物理というこつの巨大サイエンスが観測機縁とい

う側閣で，その交流を深めていくのは非'品に有意義な

ことである。(たかはし・ただゆき)
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書類の山より雪の山
、第3回

私の

堕塑型E

整理とか掃徐とかいう言葉は私の辞E!?から抜け落ち

ているのではないかと怠うほど.私はこれらのことを

苦手としています。いまだかつて自分の惨状を誉めて

くれた人は皆無です L，宇宙研での私の杭の上では \li

茸lが~でも雪崩を起こしていますが，復旧作業の後は

全〈見られないという有り僚です。

しかしながら.帰除はある一部の人にとって快適に

暮らすための必嬰不可欠なものでしょうが， EE理はそ

れ自体に目的があるのではなし集団の中から必裂な

ものを早〈抜き出すための手段に過ぎないわけです。

母親が勝手に机の上を掃除したために，見た目はきれ

いになったが，何処に何があるのかわからなくなった

経験のある方は少なくないと思います。つまり，掃除

の結果としての見た自のきれいきと悠理とは必ずしも

間立するものではないのです。

きて，このままこの話を続けると私の部屋の惨状の

言い訳になってしまいそうなのでこの辺でやめて.そ

んな私が行っている盤瑳に話題を変えましょう。

今を思えば天国のようだった本郷での学生生活を終

えて宇宙研に就職した頃，会議と配られる資料の多さ

に呆然としたものでした。会議中などに昔のru:類を参

照しなければならないことが非常に多し書類の数が

増えるにつれて.単に主F類を綴じただけではいつかは

破綻するなと!惑じました。

そこで学生時代に名簿整還のために使っていたデー

タベースソフトウェアを利用することにしました。設

初にどのような登録項目を作るかで思案しましたが，

結局以下のようになっています。

〔表題) :m:類の題名です。題名のついていない舎類

や同じ表題で送られてくる FAXには，中身がわかる題

名を新たにつけることにしています。

〔保管場所〕 舎類は内容に応じて. rM34モータケー

スJ 等のカテゴリに分類され，そのカテゴリごとにフ

ァイルに綴じられます。そのファイノレ名を登録します。

E書類をその内容と関係なし受け取った順に綴じるこ

とも考えたのですが，そうすると，同じカテゴリのf~

類がとびとびになってしまし\複数の書類を参照する

場合に非常に不便なので採用しませんでした。

〔発行番号) :各メーカから発行される書類に付いて

峯杉賢治

いる務理番号を登録します。メーカに問い合わせると

きや金類を;検索する場合にはこの発行番号が有効です。

〔作成年月日〕 投類を作成した日付です。調べたい

苦手郊の名前も発行番号もわからないが，会議をした時

期は覚えていることがあります。その場合には，ソフ

トの選択機能で調べたいカテゴ I) のみ取り出して，主差

別l機能で日付般に並べてみると見つかり易くなります。

〔受領年月日〕 舎類を受け取った日付です。会主義で

配られる資料の中には随分前に作られたものもありま

す。その場合，上記の作成年月日ではなしこの受領

年月 B を用いて目的の住類を探します。

〔発行会社名) :これを受録しておくと，ある会社の

~t:類のみを選択することができますので，溺べたい五!?

類を発行した会社しかわからない場合に有効です。

〔発行部署〕 発行会社名のみを登録した場合よりも，

調べたい投獄の場所を絞り込むことができます。

〔担当者) :\!}頬の作成者を登録します。内容の詳細

を問い合わせる相手がわかります。

〔分類〕 忠類が資料，図面，技術連絡慾のどれなの

かを登録します。これは，重要事項がいつ決まったか

等のことを調べるときには，技術連絡i'..'のみ選択し，

その内谷を確認することが有効だからです。

〔番号〕 これは受け取った瀬にZ!?類につけている通

し怒号です。各f:!}書~iにはこの通し番号と受領年月臼を

記したタグを付けており， \~類をファイノレから探すと

きに見つけやすくしています。

最初からカテゴリごとに分けて登録しないのかとい

う疑問もあるでしょう。しかし，人聞の記憶とはあや

ふやなもので，あるときにはこちらのカテゴリ. 7)11の

ときには巡うカテゴ I) に似たような内容の芯類をいれ

てしまうことが少なくありませんので.全ての役員H を

一つのデータベースに登録しているのです。

就職して 4 年弱になりますが，立F額数は2400部を勉

えそうです。一日に 2 音IIずつ受け取っている計算にな

ります。これが続くと，そのうち1!r類を束ねているフ

ァイ Jレそして部屋を管濯するデ タベースが必姿にな

るのではないかと恐れています。魯要員の山に嵯もれる

のでなく. .~.山に埋もれたいー 。私をスキーに連れ

てって。(みねすぎ けんじ)
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ISASニュースと私

高橋義昭

この 4 月から長い間お世話になった宇宙科学研究所

から東京大学生産技術研究所に移りました。まさか転

勤するとは夢にも思っていなかったことが，現実にな

りました。野田さんからの原稿依頼の電話を受けて以

来，宇宙科学研究所での29年間のことを思い出しなが

ら何を書こうかと考えましたが，なかなか考えがまと

まりません。私自身主に広報関係あ仕事が長かったも

ので，広報関係で楽しかった思い出(嫌な思い出は忘

れて)が沢山あり，色々な思いが交錯しますが，ここ

ではISASニュースにまつわる思い出を思いのまま書い

てみました。

ISASニュースが創刊されたのは，宇宙科学研究所が

1981年 4 月 14 日東京大学宇宙航空研究所から文部省宇

宙科学研究所に改組された時です。

これを機に今までにない読者に斬新で喜んで貰える

ニュースを作成しようと平尾教授の音頭とりで，松尾

教授，的川教授，橋本さん，牧島さん，柳沢さんと私

の 7 人の編集委員で発足しました。それ以前は，ニュ

ースを発行しても長続きせず，何時の間にか砂漠の水の

ように消え去っていました。発行当初は l 年もしない

うちに消滅するだろうという A教授の話もちらはら聞

こえてきましたが，それには編集委員一同が発奮し，頑張

ったものです。編集委貝会は，定例的に月 1 回開催し，

委員会は全〈活発で，冗談の飛ぴ交う中，記事の編集，

割り付けと進み，次号執筆者を決めていく和気あいあ

いの雰囲気の中で行われます。その他年 1 -2 回発行

する特集号は 1 固ならず何回かの編集委貝会を開いた

ものです。当時は皆若かったせいもあり，昼間の編集

委員会ばかりでなく，夜もいも焼酎をくみ交わしなが

らの編集委員会をたびたび開催し盛り上がりを見せて

いました。

その後，初代編集委員長の平尾教授，二代目編集委

員長の伊藤教授が定年で退官され，牧島さん，柳沢さ

んが大学に転任されましたが，初期の意気込みは少し

も変わっておりません。

中でも編集委員会の最大のイベントである大忘年会

があります。前編集委員長をはじめとした OBや数人

の編集部外者，現役が多数参加し毎年盛大に催される

この会は酒豪達がそれぞれ無礼講で酒を楽しむ雰囲気

で盛り上がります。この忘年会も今まで13回行われた

わけですが，確か 10年位前だったと思いますが，今は

新しく生まれ変わって恵比寿ガーデンとなったところ

に，以前サッポロのビーノレ工場があり，そこでビール

を飲ませてくれました。当時.ラム肉食べ放題，飲み

放題(制限時間 120分)という企画が人気があり，そこ

で忘年会が行われたことがありました。その会場で的

川先生が大ジョ y キで生ビー/レを時間内に 10杯も飲み

干したのには，ウエイトレスも今までこんなに欽んだ

人はいないとびっくりしておりました。因みに私は，

3 杯しか飲めませんでした。

その後の二次会のスナ y クで，口直しでウイスキー

ーを欽んでいた先生をみた私は二度ひeっくりしました。

3 月に仕事で先生と札幌にご一緒する機会があり，仕

事が終わり夜札幌のビール園で， 10年前を思い出し飲

み放題コースに行きましたが，相変わらず若者に人気

があり，時間待ちしてやっと入場できた状態でありま

した。今回は先生はどうした訳かビーノレを 3 杯しか飲

まなかったので体調が悪いのかと心配しましたが，今

ダイエ y ト中で酒を控えているとのことで安心しまし
，、

~。

生産研に転勤になって 3 ヵ月が経ち，ょうやく仕事

にも慣れてきました。私の所属する部署は本当に雰囲

気の良いまとまったところで，仕事もやり易いです。

6 月 5 日から 9 日の 1 週間に，会計検査，第三者評

価，一般公開と立て続けに行われ忙しい毎日でありま

したが，先週全て無事終了してほっとしているところ

です。

最後に紙面をお借りして，宇宙研在職中にご指導下

さった先生方をはじめ職員の皆さん方に深〈感謝する

次第です。

ISASニュースの前編集委員の一員として，最後の仕

事の終わりに一言。 ISASニュースの編集に携わった 14

年間は，松尾委貝長，的川副委員長をはじめ，ざっく

ばらんの雰囲気で私にとっては，大変楽しい一時期で

した。 ISASニュースが今後益々充実した楽しい内容に

なるよう心からお祈り致し，六本木で毎月の発行を楽

しみにお待ちしております。

(東大 生産研，たかはし・よしあき)
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